
解説用語集 

13 
 

用 
 

語 
 

集 

日米地位協定 

６カ国協議 

在日朝鮮人の帰還事業（ユートピア政策） 

ＳＣＡＰＩＮ（スキャッピン） 

サンフランシスコ平和条約 

李承晩ライン 領海法（中華人民共和国） 

武器輸出三原則 

スクランブル（ＳＣＲＡＭＢＬＥ） 

         日本の危機 

サンフランシスコ平和条約で廃止された「マッカー
サーライン」に対し、日米両政府の非難を押し切り韓
国が一方的に宣言した国境ライン。竹島は「李承晩
ライン」によって現在まで実効支配を受けている。 

マッカーサー 

本名はダグラス・マッカーサー。ＷＷⅡ終了後、連
合国軍最高司令官として着任していた。退任演説
にて語った、「老兵は死なず、ただ消え去るのみ」と
述べ、有名になった。トレードマークはコーンパイプ。 

連合国軍最高司令官（SCAP）から日本政府宛て
に出された訓令。領土問題に様々な影響をあたえ
た。サンフランシスコ平和条約の発効に伴い、一
部の特別な協定の結ばれたものを除き失効した。 

１９５０年代から１９８４年にかけて行なわれた運動。
在日朝鮮人とその家族により、集団的な永住帰国
や移住が行われた。当時、朝鮮総連が推進してい
た、帰国事業のこと。 

国連決議による武器禁輸措置国と紛争地域、加え
て共産圏への武器輸出を禁止した原則。武器輸出
を禁止している訳ではないが、事実上禁止と同じ。
しかし、直接規定している日本の法律は存在しない。 

１９９２年２月２５日 中華人民共和国が突如、領海
法を独自に制定した。そこには、尖閣諸島（中国名
＝釣魚列島）・西南諸島・南沙諸島が自国領であ
ると記載されている。 

軍事用語で、領空侵犯や領海侵犯に対して緊急
発進することを指す。戦闘機の緊急発進がよく知ら
れている。平成２３年度の緊急発進回数は４００回
を超えており、本年度も増加傾向にある。 

新日米安保条約の第6条に基づき、日本とアメリカ
の間で締結された。主に在日米軍の日米間での取
り扱いなどが定められており、在日米軍の権利が保
障され、日本に非常に不利な内容となっている。 

ＷＷⅡにおける連合国と日本国との間の戦争状態
を終結させるために、両者の間で締結された平和
条約。１９５１年に調印され、１９５２年に発効。この条
約により、日本は主権を回復した。 

北朝鮮の核脅威に対して日本・北朝鮮・韓国・中
国・ロシア・アメリカの６カ国の外交当局の局長級の
担当者が直接協議を行う会議。 
２００３年から現在までに６回開催されている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑｕｉｚ回答 

答え：２ 連合国の対日戦勝記念日 
解説 世界基準では１９４５年９月２日のポツダム宣言
調印日を連合国のＷＷⅡ戦勝記念日としています。 

ｕｉｚⅠ Ｑ ：９月２日は何の日でしょうか？ 

ｕｉｚⅡ Ｑ ：アメリカ軍駐留は世界何カ国？ 
答え：３ １００ヶ国以上 
解説 ２０１０年現在、世界で１４７ヶ国に米軍が駐留
しています。在日米軍は５万人以上で世界第２位。 

答え：３ 曽我ひとみさん 
解説 北朝鮮は特殊技術を持った人を狙っていたと
推測されていたため、当時看護師だった曽我さんは、
拉致被害者のリストに上がっていませんでした。 

ｕｉｚⅢ Ｑ ：帰国拉致被害者中リストになかったのは？ 

答え：３ ４００回以上 
解説 平成２３年度、自衛隊の緊急発進は年間４００
回を超。深夜の飛行機音は、ほぼ戦闘機の音です。 

ｕｉｚⅣ Ｑ ：繰り返される領空・領海侵犯、年間何回？ 

ｕｉｚⅤ Ｑ ：「武」 という漢字、本来意味とは？ 
答え：２ 止める 
解説  「武」という漢字は、「矛を止める」と書きます。
自らを守り、相手の矛を止めるという意味。 

答え：１ 航空自衛隊 
解説 Ｊａｐａｎ Ａｉｒ Ｓｅｌｆ Ｄｅｆｅｎｓｅ Ｆｏｒｃｅの略語
です。陸上自衛隊はＪＧＳＤＦ（Ｇｒｏｕｎｄ）と略し、海
上自衛隊はＪＭＳＤＦ（Ｍａｒｉｔｉｍｅ）と略します。 

ｕｉｚⅥ Ｑ ：ＪＡＳＤＦとは何の略語？ 
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拉致問題 
拉致被害者の家族が主となり活動されてい
る「救う会」。問題解決に向けて市民運動を
展開しており、その署名数は１，０００万筆を
超えました。日本政府や救う会、ブルーリボ
ン運動を応援、装着し、１日も早く拉致被害
者を救い出さなくてはなりません。 
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領土・領海問題  
領土を巡る問題は、全て当事国だけの問題で
す。歴史や法律的に正しくても、その場所を実
行支配していく以外の方法はありません。友好
条約を結ぶことも大切ですが、祖国を守るた
めに周辺諸国の国民に負けないように日本の
領土を主張しなくてはなりません。 

安全保障問題  
この問題は日米安保と考えられ易いですが、
本来の意味する事は如何にして自国や家族
の安全を担保するのか、と言う事です。近隣
諸国からの脅威にさらされる中、日本国を残
すために、日米安保や地位協定などの重要
案件を真剣に学び国際感覚を身に付けなく
てはなりません。 

国防問題 
減り続ける防衛費は何を意味するのでしょう
か。現状は他国との戦力比が開いていく一
方です。現在の自衛隊では、この国を守る
事が難しいと言わざるを得ません。一刻も早
く自衛隊に纏わる問題に終止符を打ち、国
防軍等の議論を活発にしていかなければな
りません。 

＊は１３ページ「用語集」を参照 

考 

 
 
 
 
 
 

・戦後史の正体 孫﨑享 創元社 
・日米地位協定入門 前泊博盛 創元社 
・ぼくらの祖国 青山繁晴 扶桑社 
・守るべき人がいる 佐藤正久 ワニブックス 
・日本の覚悟 櫻井よしこ 新潮社 
・日本の試練 櫻井よしこ 新潮社 
・ミリタリーバランス２０１２版 英国国際戦略研究所 
・自衛隊おでかけぴあ 雑誌 ぴあ株式会社 
・日本人はなぜ中国人、 
 韓国人とこれほどまで違うのか 黄文雄 徳間書店  

・日本の領土問題 保坂正康/東郷和彦  角川書店 
・Ｊ－Ｗｉｎｇｓ 雑誌 イカロス出版 
・動乱のインテリジェンス 佐藤優/手嶋隆一 新潮新書 
・秘密戦争の司令官オバマ 菅原出 並木書房 
・中国に立ち向かう日本、 
 つき従う韓国 鈴置高史 日経ＢＰ社 
・沈黙の艦隊 かわぐちかいじ 講談社 
・平成２４年日本の防衛 防衛白書 防衛相・自衛隊 
・防衛大綱 政務調査会 国防部会 
・初めて公開‐曽我さん親子拉致の詳細 西岡力 救う会  

参考文献一覧 

 

あとがき  
 

 当委員会では、国際問題に対して真剣に取り組むために、様々な方にインタビューをさせていただきました。
皆様からいただいたお話は、それぞれの答えであり、すべての話に正義が有りました。           。 

 
 私たちの住む、四方を美しい海に囲まれた日本。その海の向こう側には様々な国が存在し、様々な思惑が
渦巻いています。１９８０～９０年にかけて経済力を持っていた日本は、世界の国から尊敬され、確かな国力が
ありました。そして、その経済力を背景に様々な発言力も持っていました。しかしながら、現在では後進国と呼
ばれていた国の成長により、過去の威光は霞みつつあります。資源を輸入に頼り、市場をも欧米に頼り、果ては
「日米安全保障条約」を当てにして、国防までもアメリカに頼っています。                。 

 
 その様な私たちの祖国日本は、本当の意味で独立国家と言えるのでしょうか。経済にせよ、軍事にせよ、世界
に対して優位な位置を確保しなければ、国際問題において当該国家間で主導権を取ることはできません。当
委員会では問題解決に向けて「国連軍の核武装」や「世界軍の創設」など様々なことを議論致しました。また、
中山泰秀衆議院議員による「アジアの永世中立国」提言という発想がありました。しかし、それらを実現するこ
とは並大抵のことではありません。本報告書の中の４つの問題は単独の問題ではなく基本的なところで関連し
合う問題であることが見えてきました。                                            。

 
 これらの問題を解決するためには、本書をご覧いただく中で問題の根本を発想・想像していただき、自分自
身の祖国である日本を思い、愛することが大切です。当委員会で皆様に対して申し上げたいことは、自国日
本に誇りを持って しいと言う事です。誇りを持って国旗を仰げる国になって しいと願います。それができな
ければ国家の存続すら危い状況になるのではないでしょうか。決して他人事ではなく、私たち国民全てが当
事者なのです。                                          。 
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